
機種毎の想定損傷
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１．電気ヒータ

２．再結合装置

３．ボイラ

　　・重油式

　　・強制循環形電気加熱水管式

　　・電極式電気ボイラ

４．特殊フィルタ

５．原子炉冷却材循環ポンプＭＧセット

６.焼却装置

目次

参考資料

　　・ボイラ及び焼却設備の設備説明資料
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参考

ボイラ及び焼却設備の設備説明資料
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重油式ボイラ（Ｋ１設置）１／２

煙突

押し込　
送風機

ボイラー
煙道

煙突

次頁

・蒸気発生原理は、ドラム（水胴、汽水胴）と
多数の水管によりボイラ－水の循環回路を
作るよう構成されており、燃焼バ－ナによる
熱を水管内部を流れる水に伝えることによっ
て、水を気液２相流体化する。２相流体は、
汽水胴で気液分離され蒸気のみが負荷供
給される。

・蒸気発生量の調整は供給蒸気圧力を検出
し、圧力が所定範囲内となるよう燃料供給量
をコントロ－ルする。
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重油式ボイラ（Ｋ１設置）２／２

煙突
火炉側壁管

　バーナ

　　火炉バッフル管

　蒸発管

　排ガス

火炉後壁管

上部連絡管

バッフルプレート

汽水分離器

　　　　　基礎台

蒸発管壁管

ﾊﾞｰﾅ部耐火物

　　　　　気水胴

　　　　　　水胴

　　　　　保温材

　ケーシング

ケーシング

　　　脱気器
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強制循環型電気加熱水管式ボイラ（Ｋ２設置）

管寄せ（入口）

管寄せ（出口）

ボイラー管

ボイラー管

基礎台　　　　
基礎ボルト

管寄せ（出口）

管寄せ（入口）

・蒸気発生原理は、ボイラ－管に変圧器
より直接３相電流を通電し、発生するジュ
－ル熱を管内部を流れる水に伝えること
によって、水を気液２相流体化する。２
相流体は、蒸気ドラムで気液分離され蒸
気のみが負荷供給される。

・蒸気発生量の調整は供給蒸気圧力を検
出し、圧力が所定範囲内となるようボイ
ラ－管に印加する電圧を変圧器によりコ
ントロ－ルする。
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電極式電気ボイラ（Ｋ５，６設置）

ﾃﾞｨﾌﾚｸﾀ

ﾌｰﾄﾞ開閉機

電極ｻﾎﾟｰﾄ

送水管

・蒸気発生原理は、化学薬品によって電導度を調節した
ボイラ－缶水に直接３相電流を通電し、水自体が発生す
る抵抗熱により蒸気を発生させる。蒸気発生は、一次ジェッ
ト水流部と二次ジェット水流部の２箇所となる。

・蒸気発生量の調整は供給蒸気圧力を検出し、圧力が
所定範囲内となるよう電極に接する水流量をコントロ－ル
（フ－ド開閉器を上下することで調整）する。

一次ｼﾞｪｯﾄ水流

二次ｼﾞｪｯﾄ水流

対極電極

ﾌｰﾄﾞ
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焼却設備

搬送装置
搬送装置

ﾌﾗﾝｼﾞ部

耐
火
物

外
殻

一次ﾊﾞｰﾅ

二次ﾊﾞｰﾅ
圧力逃し装置

耐火物

外殻

廃棄物
投下口

・焼却炉はプロパンガスによる助燃とし、
燃焼空気を調整させ焼却物の燃焼を維
持する。

・排ガスは各フィルターを通して排気筒へ、
焼却灰等はドラム缶へ収集される。

冷却空気
配管ﾌﾗﾝｼﾞ

支持構造物
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